
イニシャルコスト0で
今すぐできるDXへ
～「2025年の崖」を見すえて～

 導入

サポートも
充実

初期費用

0円



構造化され視覚的に確認可能に！
影響調査も簡単スピーディに！

見えていなかった
システムの作りや
影響が・・・

人材の作業負担を大幅に軽減！
デジタルトランス

フォーメーションが可能！

見える化！

REVERSE 
ENGINE

プログラム

リポジトリ

特許：リバースエンジニアリング装置（登録3577480）

旧

新

現在

既存システムのブラックボックス状態を解消しつつ、データ活用ができない場合
データを活用しきれず、DXを実現できないため、市場の変化に対応して、
ビジネス・モデルを柔軟・迅速に変更することができず

システムの維持管理費が高額化し、IT予算の９割以上に（技術的負債※）

保守運用の担い手不在で、サイバーセキュリティや事故・災害による基幹系システムトラブルやデータ損失等のリスクの高まり

※技術的負債（Technical debt）：短期的な観点でシステムを開発し、結果として、長期的に保守費や運用費が高騰している状態 

●AI：一般利用進展 ●AI：一般利用進展 

（出典）経済産業省「ＤＸレポート」より抜粋

●ソフトウェアのアドオン・カスタマイズの積み重ねによる一層の複雑化 ●ソフトウェアのアドオン・カスタマイズの積み重ねによる一層の複雑化 

●2020年 Win７サポート終了 ●2020年 Win７サポート終了 ●2024年 固定電話網 PSTN終了 ●2024年 固定電話網 PSTN終了 

●膨大になるデータの扱いが困難に ●膨大になるデータの扱いが困難に 

●2020年 5G実用化 ●2020年 5G実用化 ●アジャイル開発が主役に ●アジャイル開発が主役に 

2025年 SAP ERP サポート終了 

●2020年以降 自動運転実用化 ●2020年以降 自動運転実用化 

●電力法的分離●電力法的分離
●2022年 ガス法的分離 ●2022年 ガス法的分離 

●東京五輪●東京五輪

基幹系システム21年以上が６割

2025年 IT人材不足 約43万人まで拡大 

2020年 2025年

2
3

各領域のつながり 

基幹系システム21年以上が２割

●メインフレーム担い手の退職・高齢化●メインフレーム担い手の退職・高齢化

●PCネイティブの1960年代世代が経営トップに ●PCネイティブの1960年代世代が経営トップに 

幅広い業種のお客様が、効果を実感。

既存システムの放置が、大きな経済損失・経営破綻に。

今後あらゆる産業において、デジタルトランスフォーメーションが加速。そのような状況下で、老朽化・複雑化・肥大化・ブラック

ボックス化した既存システムを放置すれば、デジタル競争から取り残され、システム維持管理費の高額化、セキュリティの低下、

人材不足等を招き、ひいては「2025年の崖」という企業存続の危機に陥ると言われています。

経産省が警鐘。

● 商社の基幹システム機能強化で 約30日かかったソース分析をわずか5分に！

● 食品メーカーのシステム開発保守体制改革で コストを40％も削減！

● システムの変更履歴管理が自動的に行われ、 監査法人による監査証明もスムーズに！

● 生命保険のシステム調査で 作業時間を50％も削減！正確性は100％に！

※「REVERSE COMET i 」での事例

REVERSE COMET s でシステム全体がまるみえ。
将来的なデジタル変革期への大きな備えに。


